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一般財団法人北九州市教職員互助会給付規程 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この規程は、一般財団法人北九州市教職員互助会運営規則(以下｢規則｣という。)第１０条の

規定に基づき、給付の額及び条件等について定めることを目的とする。 

 

（請求） 

第２条 給付の請求は、それぞれ必要な書類を添えて所定の請求書により、必要な場合は所属長の証

明印を受けて、理事長に提出しなければならない。 

 

（事実の認定） 

第３条 給付の事実の認定及び金額の決定並びに規則第１１条各号の一に該当の有無認定は、理事長

が行う。 

 

（扶養家族） 

第４条 この規定で扶養家族とは、別に定める外は公立学校共済組合の扶養家族と同一とする。 

 

（公務） 

第５条 勤務中と通勤中の死亡、及び傷害は公務によるものとする。 

 

（同一原因） 

第６条 この規定による各種給付については、同一原因による場合であっても同時に請求することが

できる。 

 

（会員台帳） 

第７条 理事長は会員台帳を備えて、その異動状況を明らかにしておかなければならない。 

２ 所属長は会員の異動があった場合は、理事長に通知しなければならない。 

 

第２章 傷病見舞金 

（支給額） 

第８条 会員が疾病又は負傷によって引き続き３０日以上勤務に服することができなかったときは、

次の区分によってその都度傷病見舞金を支給する。 

         ３０日以上     ５，０００円 

         ９０日以上     ５，０００円 

         １年以上      ５，０００円 

 

（添付書類） 

第８条の２ 前条の給付請求には、所属長の証明印を受けなければならない。 

 

第３章 障害見舞金 

（支給額） 

第９条 会員が市区町村から身体障害者手帳又は精神障害者保健福祉手帳の交付を受けたときは、次

の区分により障害見舞金を支給する。ただし、同一要因に基づく給付は１回限りとする。 

支給額 
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身体障害 精神障害 

級 金   額 級 金   額 

１ １５０，０００ 円 １ １５０，０００ 円 

２ １００，０００ 円 ２ １００，０００ 円 

３ ８０，０００ 円 ３ ８０，０００ 円 

４ ７０，０００ 円  

 

 

５ ６０，０００ 円 

６ ５０，０００ 円 

 

（添付書類） 

第１０条 前条の請求には、市区町村発行の身体障害者手帳又は精神障害者保健福祉手帳の写を添え

ねばならない。 

 

第４章 削除 

 

第１１条 削除 

 

第１２条 削除 

 

第５章 死亡弔慰金 

（支給額） 

第１３条 会員又は会員の家族が死亡したときは、次の区分により死亡弔慰金を支給する。 

(1) 会     員             １００，０００円 

 (2) 公務によるとき             １５０，０００円 

 (3) 配  偶  者              ２０，０００円 

 (4) 父母子及びその他の扶養家族         ８，０００円 

 (5) 妊娠４ヶ月以上で死産したとき        ５，０００円 

 

（添付書類） 

第１４条 前条の請求には医師の死亡診断書、又は死亡を証明する書類のいずれかを添えねばならな

い。ただし、死亡者が配偶者、父母子である場合は会員との続柄を証明する書類、配偶者、父母子

以外の扶養家族の場合はそれを証明する書類を添えねばならない。 

 

第６章 結婚祝金 

（支給額） 

第１５条 会員が結婚したときは、結婚祝金として１０，０００円を支給する。 

 

（添付書類） 

第１６条 前条の請求には、戸籍抄本、又は結婚を証明する書類のいずれかを添えねばならない。 

 

第７章 出産祝金 

（支給額） 

第１７条 会員又は会員の配偶者が出産したときは、出産祝金として１０，０００円を支給する。 
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（添付書類） 

第１８条 前条の請求には医師、助産師の出産証明書、又は出産を証明する書類のいずれかを添えね

ばならない。 

 

第８章 入学祝金 

（支給額） 

第１９条 会員の子が、小学校及び中学校並びに特別支援学校(小学部・中学部)第１学年に入学した

ときは、入学祝金として５，０００円を支給する。 

 

（添付書類） 

第２０条 前条の請求には、所属長の証明印を受けなければならない。 

 

第９章 リフレッシュ助成金 

（支給額） 

第２１条 会員が本会に最初に入会した日から起算して、本会の会員としての期間の合計が１０年に

達したとき１０，０００円、２０年に達したとき１０，０００円、３０年に達したときは１５，０

００円を支給する。 

 

（添付書類） 

第２２条 前条の請求には、所属長の証明印を受けなければならない。 

 

第１０章 シルバーワーク助成金 
（支給額） 

第２３条 年齢６５歳に達する日以後における最初の３月３１日に会員であった者が、その翌日から

起算して１年以内に北九州市立小学校、中学校及び特別支援学校の常勤の職員又は短時間勤務職員

として勤務したときは、１５，０００円を支給する。 
 

（添付書類） 

第２４条 前条の請求には、任用書の写し、委嘱書の写し又は在職を証明する書類のいずれかを添え

なければならない。 

 

第１１章 補則 

（規程の改廃） 

第２５条 この規程の改廃は、理事会の決議を経て行うものとする。 

附 則 

 平成２５年１１月１５日一部改正。平成２６年４月１日から適用する。 

 

   附 則 

平成３０年３月１９日一部改正。平成３０年４月１日から適用する。 

改正後の北九州市教職員互助会給付規程第４章の規定にかかわらず、平成３０年３月３１日までの

附 則 

 この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認

定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第１２１条第１項において読み替えて

準用する同法第１０６条第１項に定める一般法人の設立の登記の日から施行する。 
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事実発生に基づく災害見舞金の給付については、なお従前の例による。 

附 則 

 令和元年６月１１日一部改正。令和元年６月１１日から適用する。 

 

附 則 

 令和２年３月１３日一部改正。令和３年４月１日から適用する。 

 

附 則 

令和２年１１月１８日一部改正。令和３年４月１日から適用する。 

改正後の第２１条の規定の適用については、適用日の前日において、会員が本会に最初に入会した

日から起算して、本会の会員としての期間の合計が同条の各期間に達しているときは、適用日に同条

の各期間に達したものとみなす。 

会員が改正前の第２１条の規定による支給を受けているときは、改正後の同条の相当の期間に達し

たことによる支給は、行わない。 


